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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

第７３回秋季善行表彰式を開催

司
会
者
が
受
賞
者
の
名

前
を
読
み
上
げ
る
中
、
各

受
賞
者
は
順
次
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、
勝
野
会
長

か
ら
表
彰
状
と
善
行
章

（
団
体
に
は
盾
）
が
授
与

さ
れ
、
得
賞
歌
の
流
れ

る
中
、
参
加
者
の
盛
大

な
拍
手
で
祝
福
さ
れ
た
。

表
彰
授
与
に
続
き
、
前

年
度
受
賞
者
代
表
　
篠

原
博
道
氏
（
群
馬
県
高

崎
市
）
か
ら
受
賞
者
へ

の
お
祝
い
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
、
知
事
や
市
長
、

区
長
等
か
ら
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
後
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
玉
木

孝
司
氏
（
栃
木
県
宇
都

宮
市
）
か
ら
お
礼
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
音
楽
文
化
協

会
森
川
正
子
氏
に
よ
る

「
日
本
善
行
会
の
歌
」
の

紹
介
と
歌
唱
指
導
が
行

わ
れ
、
受
賞
者
や
同
伴

者
も
一
緒
に
な
っ
て
力

強
い
歌
声
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
響
き
わ
た
っ
た
。

続
い
て
、
芸
能
奉
仕

団
　
小
山
え
つ
こ
氏
に

よ
る
ギ
タ
ー
と
昭
和
の

懐
か
し
い
歌
の
披
露
で
、

参
加
者
一
同
は
、
し
ば

し
時
を
忘
れ
て
出
演
者

の
演
奏
を
楽
し
み
、
会

場
が
和
や
か
な
雰
囲
気

と
な
っ
た
。

最
後
に
高
田
副
会
長
に

よ
る
「
閉
式
の
こ
と
ば
」

が
あ
り
、
式
は
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

令
和
五
年
度
秋
季
善

行
表
彰
式
を
、
十
一
月

二
十
五
日
（
土
）
明
治

神
宮
参
集
殿
に
お
い
て
、

多
数
の
ご
来
賓
と
本
会

か
ら
役
員
及
び
全
国
支

部
長
の
出
席
の
下
、
開

催
し
た
。

善
行
表
彰
式
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
た
め
、
令
和
二
年
度

以
来
中
止
が
続
い
て
い

た
が
、
今
年
度
は
、
春
季
・

特
別
善
行
表
彰
式
の
再

開
に
続
き
、
四
年
ぶ
り
の

開
催
で
あ
る
。
今
回
の

表
彰
は
、
昭
和
二
十
六

年
に
善
行
表
彰
が
開
始

さ
れ
て
か
ら
、
通
算
し

て
七
十
三
回
目
と
な
る
。

今
回
の
「
秋
季
善
行
表

彰
」
で
は
、
三
七
四
の

個
人
・
団
体
が
表
彰
さ

れ
た
。

表
彰
式
は
、
国
歌
斉
唱

の
後
、
相
澤
副
会
長
の

「
開
式
の
こ
と
ば
」
で
始

ま
り
、
続
い
て
勝
野
会

長
が
式
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
受
賞
者
選

考
委
員
会
を
代
表
し
て
、

川
口
雄
選
考
委
員
長
が
、

選
考
経
過
の
報
告
を
行

い
、
表
彰
授
与
に
進
ん

だ
。

　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
会
長
　
勝
　
野
　
堅
　
介

式   辞本
日
こ
こ
に
、
令
和
五
年

度
秋
季
善
行
表
彰
式
を
執
り

行
う
に
当
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
受
賞
さ
れ
ま
す
皆

様
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

社
会
に
お
い
て
特
に
顕
著

な
善
行
を
、
長
年
に
わ
た
り

継
続
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得

ら
れ
て
い
る
方
々
で
あ
り
ま

す
。皆

様
方
の
愛
と
奉
仕
の
精

神
に
徹
し
た
そ
の
活
動
に
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
本
日
の
受
賞
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
善
行
会
は
、
昭
和

十
二
年
に
設
立
さ
れ
、
昨
年
、

創
立
八
十
五
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

こ
の
善
行
表
彰
は
、
昭
和

二
十
六
年
に
第
一
回
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
以
来
回
を

重
ね
て
本
年
で
七
十
三
回
と

な
り
ま
す
。

令
和
二
年
春
か
ら
昨
年
秋

ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
表
彰
式
を
　
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
は
春
季
表
彰
式

を
五
月
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
、
本
日
の
秋
季
表
彰
式

も
従
来
ど
お
り
、
多
数
の
受

賞
者
や
ご
来
賓
の
参
加
の
下

に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
　
誠
に
喜
ば
し
い
限

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
善
行
会
は
、
第
一
回

の
善
行
表
彰
以
来
、
国
籍
を

問
わ
ず
、
社
会
の
中
の
隠

れ
た
善
行
を
見
い
だ
し
て
、

五
万
名
余
の
方
々
を
顕
彰
し

て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
受
賞
さ
れ
た

多
く
の
方
々
は
、
各
地
域
で

善
行
を
重
ね
ら
れ
、
明
る
く

住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り

に
大
き
な
力
を
発
揮
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
会
に
は
、
全
国

に
七
十
六
の
支
部
が
あ
り
、

三
千
二
百
名
余
の
会
員
の

方
々
が
力
を
合
わ
せ
、
青
少

年
の
非
行
防
止
や
健
全
育
成

活
動
、
社
会
福
祉
施
設
慰
問
、

交
通
事
故
防
止
、
環
境
美
化

運
動
、
国
際
貢
献
な
ど
の
善

行
実
践
活
動
と
、
善
行
精
神

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
よ
う
や
く

落
ち
着
き
を
見
せ
た
も
の

の
、
先
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
に
加

え
て
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
テ
ロ
組
織
と
の
紛
争
も

起
こ
る
な
ど
世
界
は
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

我
が
国
も
こ
の
よ
う
な
国

際
情
勢
の
下
で
、
少
子
高
齢

化
、
物
価
高
騰
、
相
次
ぐ

自
然
災
害
や
事
件
、
事
故
と

い
っ
た
様
々
な
困
難
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

内
外
と
も
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
日
本
善
行

会
の
精
神
は
、
自
分
の
立
場

や
考
え
に
固
執
せ
ず
、
温
か

い
思
い
や
り
の
精
神
で
人
に

接
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
建
設
し
て
い
く
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

善
行
は
深
い
愛
情
と
大
き

な
勇
気
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
受
賞
さ
れ
ま
す
皆
様
方

の
、
他
人
に
対
す
る
労
り

や
、
温
か
い
思
い
や
り
に
根

ざ
し
た
善
行
は
、
志
を
同
じ

く
す
る
多
く
の
人
々
に
も
勇

気
を
与
え
、
一
つ
一
つ
は
小

さ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
が
積
み
重
ね
ら
れ
継
続
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な

輪
と
な
っ
て
広
が
り
、
日
本

を
、
ひ
い
て
は
世
界
を
も
動

か
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
に
変
わ
っ
て
い
く
大
き
な

力
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

本
日
受
賞
さ
れ
ま
す
皆
様

が
、
こ
の
受
賞
を
契
機
と
し

て
、
今
後
と
も
、
健
康
に

留
意
さ
れ
、
そ
の
豊
富
な
識

見
と
尊
い
経
験
を
生
か
し
、

益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
日
ご
列
席

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
，

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。


